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は
じ
め
に
 
 

杜
甫
の
五
律
「
春
望
」
（
『
杜
詩
詳
注
』
巻
四
。
以
下
、
『
詳
注
』
と
略
称
）
 
 

は
、
唐
・
粛
宗
の
至
徳
一
一
載
（
七
五
七
）
 
三
月
、
反
乱
軍
占
領
下
の
長
安
 
 

で
帯
か
れ
た
。
時
に
杜
甫
は
四
十
六
歳
で
あ
る
。
 
 

国
破
山
河
在
 
国
破
れ
て
山
河
在
り
 
 

城
春
草
木
探
 
城
春
に
し
て
草
木
探
し
 
 

と
い
う
冒
頭
の
句
は
と
り
わ
け
人
口
に
脾
灸
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
「
国
 
 

破
れ
て
山
河
在
り
」
の
「
国
」
と
は
何
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
か
、
と
 
 

い
う
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
議
論
を
追
加
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

「
国
」
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て
簡
潔
に
整
理
し
て
述
べ
て
い
る
の
は
 
 

松
浦
友
久
編
『
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
』
 
（
大
修
館
普
店
、
l
九
八
七
。
「
春
 
 

望
」
 
の
執
筆
者
は
宇
野
直
人
）
 
で
あ
る
。
同
書
は
「
国
」
に
つ
い
て
、
A
 
 

説
 
（
「
国
」
を
「
国
家
」
と
す
る
説
）
と
、
B
説
（
「
国
」
を
「
国
都
L
と
 
 

杜
甫
「
春
望
」
 
の
 
「
国
」
に
つ
い
て
 
 

す
る
説
）
 
の
二
説
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
「
異
同
の
論
拠
」
 
 

に
お
い
て
、
「
本
稿
で
は
、
こ
の
詩
は
ま
ず
第
一
句
で
国
家
全
体
の
状
況
 
 

を
大
き
く
提
示
し
、
次
の
第
二
旬
で
画
面
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
作
 
 

者
自
身
が
現
に
直
面
し
て
い
る
長
安
の
情
景
を
措
い
た
と
考
え
、
「
国
家
」
 
 

の
意
味
（
B
説
に
よ
れ
ば
、
「
国
」
字
の
連
想
観
念
）
の
方
を
重
視
し
た
。
」
 
 

と
述
べ
て
い
る
。
小
論
も
結
論
と
し
て
は
こ
の
見
解
に
同
意
す
る
こ
と
に
 
 

な
る
が
、
確
か
に
我
が
国
に
お
け
る
解
釈
は
大
き
く
は
二
分
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ま
ず
、
『
唐
詩
解
釈
辞
典
』
 
が
A
説
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
引
く
吉
川
 
 

幸
次
郎
「
杜
甫
詩
注
』
第
三
冊
（
筑
摩
善
房
、
一
九
七
九
）
か
ら
見
よ
う
。
 
 

国
家
の
組
織
の
破
滅
を
 
〔
国
破
る
〕
と
い
う
こ
と
、
早
く
北
宋
人
 
 

の
旧
注
が
引
く
よ
う
に
、
「
文
選
」
二
十
五
、
晋
の
将
軍
の
劉
梶
が
、
 
 

西
晋
の
破
滅
の
な
か
で
、
同
志
の
親
戚
の
後
輩
通
話
に
与
え
た
書
簡
 
 

「
国
破
れ
家
亡
ぶ
」
に
も
と
づ
く
。
そ
の
文
を
や
や
長
く
引
け
ば
、
 
 

旬
奴
の
酋
長
劉
曜
の
侵
売
に
対
し
、
孤
軍
奮
闘
の
劉
現
は
、
述
懐
し
 
 

て
い
う
、
…
＝
ム
「
や
「
国
破
家
亡
、
親
友
凋
残
、
杖
を
負
い
て
行
吟
 
 

す
れ
ば
、
則
ち
百
憂
倶
に
至
り
、
塊
然
と
独
り
坐
す
れ
ば
、
則
ち
哀
 
 
 



し
み
と
憤
り
と
両
つ
な
が
ら
集
ま
る
」
。
こ
の
詩
に
お
け
る
杜
の
境
 
 

涯
も
、
同
じ
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ま
た
、
B
説
の
代
表
と
し
て
引
く
前
野
直
彬
編
『
唐
詩
鑑
賞
辞
典
』
（
東
 
 

京
堂
出
版
、
一
九
七
〇
。
「
春
望
」
 
の
項
の
執
筆
は
高
橋
稔
）
 
は
次
の
よ
 
 

う
に
言
う
。
 
 

春
秋
・
戦
国
時
代
に
「
国
」
と
い
え
ば
、
ま
ず
国
都
の
あ
る
町
が
 
 

意
識
さ
れ
、
続
い
て
国
土
全
体
に
及
ん
だ
。
唐
代
に
お
い
て
も
天
下
 
 

は
唐
帝
国
一
つ
で
あ
り
、
外
国
は
属
領
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
 
 

こ
の
「
国
」
も
ー
義
的
に
は
同
部
長
安
を
さ
す
の
で
あ
り
、
そ
の
破
 
 

滅
は
す
な
わ
ち
天
下
の
破
滅
と
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
い
く
つ
か
の
指
摘
を
見
て
お
く
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
 
 

の
が
あ
る
。
 
 
 

鈴
木
虎
雄
「
杜
詩
』
第
二
冊
 
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
）
 
は
、
「
国
都
 
 

は
賊
に
破
壊
さ
れ
た
が
…
…
。
」
と
言
い
、
鈴
木
修
次
『
漢
詩
』
 
（
学
燈
文
 
 

庫
、
学
燈
社
、
一
九
六
三
）
は
「
国
」
の
注
に
、
「
国
都
の
長
安
を
指
す
。
 
 

一
説
に
、
国
家
の
意
に
と
っ
て
も
よ
い
と
す
る
が
、
当
時
『
国
』
と
い
え
 
 

ば
、
国
都
の
行
政
機
構
を
主
と
し
て
指
し
て
い
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。
小
 
 

野
忍
・
小
山
正
孝
・
佐
藤
保
訳
柱
r
杜
甫
詩
選
（
一
）
』
 
（
講
談
社
学
術
文
 
 

庫
二
一
二
「
一
九
七
八
）
は
、
「
国
」
を
「
国
都
、
つ
ま
り
長
安
の
こ
と
。
 
 

国
家
の
意
味
で
は
な
い
。
」
と
し
、
ま
た
黒
川
洋
一
『
杜
甫
』
 
（
鑑
賞
中
国
 
 

の
古
典
一
七
、
角
川
書
店
、
一
九
八
七
）
 
は
、
「
国
破
」
 
に
つ
い
て
「
国
 
 

家
の
組
織
が
破
滅
す
る
こ
と
。
」
と
言
い
、
横
山
伊
勢
雄
『
政
治
と
戦
乱
♭
 
 

（
中
国
古
典
詩
宋
花
一
、
小
学
館
、
一
九
八
四
）
の
「
国
破
」
の
注
は
、
「
国
 
 

マ
マ
 
 

家
が
破
壊
す
る
。
国
は
古
代
に
あ
っ
て
は
、
国
都
の
あ
る
町
を
意
味
し
、
 
 

広
が
っ
て
国
土
全
体
を
意
味
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
唐
は
天
下
を
統
一
し
 
 

て
い
た
か
ら
、
「
国
」
も
一
義
的
に
は
国
都
長
安
を
さ
し
、
そ
の
破
滅
は
 
 

へ
・
・
）
 
 

天
下
の
破
滅
と
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
「
国
」
 
（
「
園
」
）
 
に
多
様
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
 
 

確
か
で
あ
り
、
『
漢
語
大
詞
典
』
を
例
に
と
れ
ば
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
 
 

十
二
に
分
類
し
て
い
る
。
 
 

①
国
家
。
②
国
都
。
③
建
同
。
④
古
代
王
・
侯
的
封
地
。
⑤
地
方
、
 
 

地
域
。
⑥
狽
家
郷
。
⑦
専
指
与
帝
王
戎
皇
室
有
閑
的
（
人
物
・
事
件
）
。
 
 
 

⑧
指
本
朝
的
。
⑨
国
中
最
好
的
或
最
美
的
。
⑲
指
中
国
特
有
的
。
⑭
 
 

指
代
表
国
家
的
。
⑫
姓
。
 
 
 

「
国
」
に
解
釈
の
違
い
が
生
ず
る
の
は
、
こ
れ
が
本
来
有
し
て
い
た
多
 
 

（
ク
エ
 
義
性
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
中
国
に
お
い
て
は
「
春
望
」
 
の
「
国
」
は
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
 
 

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
点
を
管
見
の
範
囲
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

①
『
唐
詩
璧
賞
辞
典
』
 
（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
≡
）
 
 

「
『
国
破
山
河
在
、
…
…
。
』
開
篇
即
写
春
望
所
見
。
国
都
倫
陥
、
城
 
 

池
残
破
、
…
…
。
」
 
 
 

②
徐
放
『
杜
詩
今
訳
』
 
（
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
八
五
）
 
 

「
国
破
指
安
禄
山
攻
破
長
安
。
」
 
 
 

③
夏
松
涼
『
杜
詩
聖
賞
』
 
（
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
八
六
）
 
 

「
¶
国
破
』
 
二
字
、
語
意
双
関
、
既
指
国
家
政
局
的
残
敗
、
時
代
的
 
 

苦
難
、
也
暗
面
国
都
長
安
残
破
的
景
象
。
」
 
 
 

④
陶
道
恕
主
編
『
杜
甫
詩
歌
賞
析
集
L
 
（
巴
萄
書
社
、
一
九
九
三
）
 
 

「
上
旬
、
写
国
都
長
安
被
叛
軍
所
採
欄
、
…
…
。
」
 
 
 



⑤
韓
成
武
等
一
社
甫
詩
全
訳
』
 
（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
）
 
 

「
国
都
巳
然
倫
陥
而
昔
日
的
山
河
依
旧
在
眼
、
…
…
。
」
 
 
 

⑥
卒
寿
松
・
季
翼
雲
『
全
社
詩
新
釈
』
 
（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
t
一
）
 
 

「
国
破
、
指
首
都
長
安
陥
落
。
国
、
国
都
。
」
 
 
 

③
が
国
に
二
種
の
含
意
を
認
め
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
国
を
国
都
、
首
都
 
 

の
意
味
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
『
唐
詩
解
釈
辞
典
ヒ
 
の
分
 
 

類
に
従
え
ば
B
説
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
「
国
破
」
に
つ
い
て
諸
注
釈
は
ど
の
よ
う
な
典
拠
を
挙
げ
 
 

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

『
杜
詩
詳
注
』
 
だ
け
は
他
の
注
釈
と
は
異
な
り
、
『
斉
国
策
』
 
の
「
王
 
 

存
す
る
能
わ
ず
。
）
 
と
い
う
一
文
を
引
く
。
た
だ
し
 
¶
戦
国
策
』
 
に
こ
の
 
 

し
 
燭
日
、
国
破
君
亡
、
吾
不
能
存
。
」
 
（
王
燭
目
く
、
国
破
れ
君
亡
し
て
、
吾
 
 

ま
ま
の
一
文
は
見
え
ず
、
類
似
し
た
用
例
と
し
て
は
¶
戦
国
策
』
巻
八
に
、
 
 

張
儀
の
発
言
と
し
て
、
「
斉
与
魯
三
戦
、
而
魯
三
勝
、
国
以
危
、
亡
随
其
後
。
 
 

…
…
秀
雄
戟
於
河
津
之
上
、
再
戟
而
再
勝
秦
。
…
‥
・
四
戦
之
後
、
趣
亡
卒
 
 

数
十
万
、
耶
郡
僅
存
。
錐
有
勝
春
之
名
、
而
国
破
英
。
」
 
（
斉
 
魯
と
三
た
 
 

び
戦
っ
て
、
魯
 
≡
た
び
勝
ち
、
国
 
以
て
危
う
く
、
亡
ぶ
る
こ
と
其
の
 
 

ほ
と
り
 
 

後
に
随
う
と
。
…
…
秦
・
遇
 
河
津
の
上
に
戦
い
、
再
び
戦
っ
て
再
び
 
 

・
つ
し
な
 
 

素
に
勝
つ
。
…
…
四
戟
の
後
、
遺
 
草
数
十
万
を
亡
い
、
耶
郡
僅
か
に
 
 

存
す
。
秦
に
勝
つ
の
名
有
り
と
錐
も
、
国
破
れ
ぬ
。
）
 
と
見
え
て
い
る
。
 
 

護
の
国
都
で
あ
る
耶
郡
は
辛
う
じ
て
残
っ
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
同
は
亡
 
 

び
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
国
は
明
ら
か
に
国
家
を
意
味
す
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
『
九
家
集
注
杜
詩
』
巻
十
九
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
出
 
 

（
ユ
）
 
 

典
を
示
す
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
は
、
「
劉
越
右
云
」
と
し
て
「
家
国
破
亡
、
 
 

親
友
凋
残
。
」
（
家
国
は
破
亡
し
、
親
友
は
凋
残
す
。
）
と
い
う
一
文
を
引
く
。
 
 

こ
れ
は
す
で
に
吉
川
幸
次
郎
¶
杜
甫
詩
注
』
 
に
指
摘
が
あ
っ
た
と
お
り
、
 
 

劉
堀
「
答
慮
詣
詩
一
首
井
序
」
 
に
見
え
る
、
「
自
頃
観
張
、
困
於
逆
乱
。
 
 

く
る
 
 

こ
の
ご
ろ
 
 

国
破
家
亡
、
親
友
凋
残
。
」
 
（
自
頃
 
掛
張
し
て
、
逆
乱
に
困
し
む
。
国
破
 
 

れ
家
亡
び
て
、
親
友
も
洞
残
す
。
）
と
い
う
一
文
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

李
善
は
「
国
破
」
 
の
部
分
に
、
以
下
の
よ
う
な
注
を
付
し
て
い
る
。
 
 

峯
鴻
前
趨
録
H
、
劉
聡
僧
即
位
子
平
陽
。
又
日
、
聡
遣
従
弟
曜
攻
 
 

晋
、
破
洛
陽
。
又
日
、
遺
子
粂
攻
長
安
、
陥
之
。
 
 

い
つ
わ
 
 

雀
鴻
の
前
超
録
に
日
う
、
劉
聡
 
僧
り
て
平
陽
に
即
位
す
と
。
 
 

又
日
う
、
聡
 
従
弟
の
曜
を
遣
り
て
晋
を
攻
め
し
め
、
洛
陽
を
破
る
 
 

と
。
又
日
う
、
子
の
粂
を
遣
り
て
長
安
を
攻
め
し
め
、
之
を
陥
と
す
 
 

と
。
 
 
 

こ
の
用
例
を
見
る
限
り
で
は
、
李
華
は
劉
棍
の
「
国
破
」
が
、
洛
陽
と
 
 

長
安
が
前
進
の
劉
聡
が
派
遣
し
た
軍
に
よ
っ
て
陥
落
し
た
こ
と
を
指
し
て
 
 

い
る
と
考
え
た
よ
う
に
と
れ
る
が
、
西
晋
王
朝
が
全
体
と
し
て
滅
亡
の
危
 
 

機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
も
受
け
と
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
 
 

は
っ
き
り
し
な
い
。
 
 
 

さ
て
そ
れ
で
は
、
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
国
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
 
 

有
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
詩
に
お
け
る
 
 

「
国
破
」
 
の
用
例
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
「
春
望
」
に
お
け
 
 

る
「
国
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

二
 
 

杜
詩
に
お
い
て
は
「
国
破
」
の
用
例
は
「
春
望
」
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 



そ
こ
で
杜
詩
に
お
い
て
単
独
で
「
国
」
が
用
い
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
概
観
 
 

し
て
お
こ
う
。
主
な
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

丈
夫
誓
許
国
 
丈
夫
 
誓
っ
て
国
に
許
す
 
 
 

憤
椀
復
何
有
 
憤
慨
 
復
た
何
ぞ
有
ら
ん
 
 

（
「
前
出
塞
九
首
」
（
其
三
）
、
『
詳
注
』
巻
二
）
 
 

決
決
泥
汚
人
 
決
決
と
し
て
据
は
人
を
汚
し
 
 

祈
析
国
多
狗
 
祈
析
と
し
て
国
に
狗
多
し
 
 

（
「
大
雲
寺
賛
公
房
四
首
」
（
其
四
）
、
『
詳
注
』
巻
四
）
 
 

こ
と
ご
と
 
 
 

な
ん
じ
な
か
 
 
 

微
爾
人
尽
非
 
爾
微
り
せ
ば
人
尽
く
非
な
ら
ん
 
 

於
今
国
猶
括
 
今
に
於
い
て
国
猶
お
清
く
 
 

（
「
北
征
」
 
『
詳
注
』
巻
五
）
 
 

さ
ゝ
ご
 
 
 

向
倭
国
不
亡
 
向
に
国
を
し
て
亡
び
ざ
ら
し
め
ば
 
 

こ
 
 

い
ず
 
 
 

焉
為
巨
唐
有
 
焉
く
ん
ぞ
巨
唐
の
有
と
為
ら
ん
 
 

（
「
九
成
宮
」
、
『
詳
注
』
巻
五
）
 
 

卜
宅
従
茹
老
 
宅
を
卜
し
て
去
れ
よ
り
老
い
ん
 
と
お
 
 

為
農
去
国
姶
 
農
と
為
り
て
国
を
去
る
こ
と
験
し
 
 

（
「
為
農
」
、
『
詳
注
』
巻
九
）
 
 

傷
時
悦
孔
父
 
時
を
傷
む
こ
と
孔
父
に
悦
じ
 
 

貴
国
同
王
粂
 
国
を
去
る
こ
と
王
粂
に
同
じ
 
 

（
「
通
泉
駅
、
南
去
通
泉
県
十
五
郷
山
水
作
」
、
『
詳
注
』
巻
一
一
）
 
 

国
待
賢
良
急
 
国
 
賢
良
を
待
つ
こ
と
急
に
 
 
 

君
当
抜
擢
新
 
君
 
抜
擢
に
当
た
る
こ
と
新
た
な
り
 
 

（
「
送
陵
州
路
傍
君
之
任
」
、
『
詳
注
』
巻
一
二
）
 
 

国
有
乾
坤
大
 
国
 
乾
坤
の
大
な
る
有
り
 
 

王
今
叔
父
尊
 
王
は
今
叔
父
の
尊
な
り
 
 

（
「
奉
漢
中
王
手
札
」
、
『
詳
注
』
巻
一
五
）
 
 

国
帯
爛
塵
色
 
国
は
帯
ぶ
爛
塵
の
色
 
 

兵
張
虎
豹
符
 
兵
は
張
る
虎
豹
の
符
 
 

（
「
別
蘇
襖
」
、
『
詳
注
』
巻
一
人
）
 
 

す
べ
か
 
 

国
須
行
戦
伐
 
国
須
ら
く
戦
伐
を
行
う
べ
し
 
 

人
情
止
或
擬
 
人
は
曳
鍵
を
止
め
ん
こ
と
を
憶
う
 
 

（
「
秋
日
襲
府
詠
懐
、
寄
鄭
監
李
賓
客
一
百
韻
」
、
『
詳
注
』
巻
 
 

一
九
）
 
 

郡
依
封
土
旧
 
郡
は
依
る
封
土
の
旧
 
 

国
与
大
名
新
 
国
は
大
名
と
新
た
な
り
 
 

（
「
奉
賀
陽
城
郡
王
太
夫
人
恩
命
、
加
部
同
大
夫
人
」
、
「
詳
注
』
 
 

巻
二
一
）
 
 
 

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
、
「
九
成
宮
」
は
腸
帝
の
隋
王
朝
を
指
し
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
「
為
農
」
と
「
通
泉
駅
、
南
去
通
泉
県
十
五
郷
山
水
作
」
 
の
例
は
 
 

故
国
、
故
郷
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
「
別
蘇
篠
」
 
の
例
は
蘇
 
 

篠
が
赴
任
す
る
湖
南
二
帝
を
指
し
て
、
南
国
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
 
 

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
奉
賀
陽
城
郡
王
太
夫
人
恩
命
、
加
部
国
太
夫
人
」
 
 

の
例
は
荊
南
節
度
使
で
あ
っ
た
陽
城
郡
王
・
衛
伯
玉
の
母
親
が
封
じ
ら
れ
 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
称
号
の
部
国
を
指
し
て
言
う
。
こ
れ
ら
以
外
の
例
は
す
 
 

べ
て
唐
の
国
家
、
あ
る
い
は
唐
王
朝
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
杜
諸
に
は
「
国
家
」
 
の
語
が
三
例
が
見
ら
れ
る
。
 
 

国
家
法
令
在
 
国
家
 
法
令
在
り
 
 

此
又
足
驚
町
 
此
れ
又
驚
拝
す
る
に
足
れ
り
 
 
 



（
「
別
張
十
三
建
封
」
、
F
評
注
』
巻
二
三
）
 
 
 

こ
れ
ら
の
例
は
、
杜
詩
に
お
い
て
「
国
」
と
は
別
に
、
「
国
家
」
 
の
語
 
 

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
「
別
張
十
三
建
封
」
に
「
唐
実
録
」
 
 

の
語
が
あ
る
よ
う
に
、
国
家
は
唐
王
朝
と
同
義
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
杜
 
 

そ
 
 

諸
に
お
い
て
「
○
国
」
と
い
う
構
成
を
と
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
語
が
 
 

用
い
ら
れ
る
。
う
ち
、
「
水
国
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
三
例
が
あ
る
。
 
 

一
例
を
あ
げ
よ
う
。
 
 

滞
湘
水
国
葬
越
殿
 
滞
湘
の
水
国
 
奄
竜
に
弄
う
 
 

郡
杜
秋
天
失
職
鶴
 
部
杜
の
秋
天
 
眼
鵠
を
失
す
 
 

－
】
 
 

（
「
追
酬
高
萄
州
人
日
見
寄
」
、
『
詳
注
』
巻
二
三
）
 
 
 

こ
の
「
水
国
」
は
杜
甫
の
い
る
渾
州
を
指
す
。
 
 
 

「
江
国
」
と
「
沢
国
」
も
、
水
の
豊
か
な
地
方
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
 
 

江
国
股
千
里
 
江
国
 
稔
ゆ
る
こ
と
千
里
 
 

山
城
近
百
層
 
山
城
 
百
層
に
近
し
 
 

（
「
泊
岳
陽
城
下
」
、
¶
詳
桂
一
巻
二
二
）
 
 

淡
交
随
衆
散
 
淡
交
 
衆
散
に
随
い
 
 

嘗
読
唐
突
録
 
 

国
家
辛
味
初
 
 

劉
襲
首
建
議
 
 

竜
見
尚
躊
躇
 
 

（
「
草
堂
」
、
『
詳
注
』
巻
三
一
）
 
 

国
家
成
敗
吾
山
京
敢
 
国
家
の
成
敗
 
吾
豊
に
敢
え
て
せ
ん
や
 
 

J
∵
J
・
∵
 
 

色
難
腹
腐
餐
楓
香
 
色
 
腹
腐
を
経
り
て
楓
香
を
餐
す
 
 

（
「
寄
韓
謙
譲
注
」
、
『
詳
注
』
巻
一
七
）
 
 

育
て
唐
の
実
録
を
読
む
に
 
 

国
家
 
辛
味
の
初
め
 
 

劉
蓑
 
首
と
し
て
建
議
し
 
 

竜
見
 
尚
お
躊
躇
す
 
 

め
ぐ
 
 

沢
国
連
過
旋
 
沢
国
 
連
り
て
過
旋
せ
ん
 
 

（
「
秋
日
華
府
詠
懐
寄
鄭
監
李
賓
客
一
百
韻
」
、
『
詳
注
し
巻
一
九
）
 
 
 

た
だ
し
、
国
都
を
指
し
て
言
う
例
が
皆
無
な
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
 
 

「
東
国
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
 
 

大
師
京
国
旧
 
大
師
は
京
国
の
旧
な
り
 
 

徳
業
天
機
乗
 
徳
業
 
天
機
を
乗
る
 
 

（
「
西
枝
村
尋
置
草
堂
地
夜
摘
賛
公
土
室
二
首
」
（
其
二
）
、
¶
詳
 
 

注
』
巻
七
）
 
 
 

「
大
師
」
 
の
句
は
、
も
と
長
安
城
内
に
あ
る
大
雲
寺
の
僧
で
あ
り
、
秦
 
 

州
・
西
枝
村
に
寓
居
し
て
い
る
賛
公
が
、
都
・
長
安
の
著
旧
で
あ
る
こ
と
 
 

（
4
）
 
 

を
言
う
。
ま
た
、
杜
詩
に
は
「
旧
国
」
の
語
が
三
例
見
ら
れ
る
が
、
次
の
 
 

例
は
旧
都
・
長
安
を
指
し
て
言
う
。
 
 

郎
伯
殊
方
鋲
 
郎
伯
は
殊
方
に
鎮
し
 
 

京
華
旧
国
移
 
京
華
は
旧
国
移
る
 
 

（
「
元
日
寄
葦
氏
妹
」
 
『
詳
注
』
巻
四
）
 
 
 

た
だ
し
、
次
の
二
例
の
「
旧
国
」
に
は
、
都
と
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
 
 

複
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

離
亭
非
旧
国
 
離
亭
 
旧
国
に
非
ず
 
 

春
色
是
他
郷
 
春
色
 
是
れ
他
郷
な
り
 
 

（
「
江
亭
王
聞
州
延
餞
粛
遂
州
」
、
『
詳
注
』
巻
一
三
）
 
 

殊
方
円
落
玄
猿
実
 
殊
方
 
日
落
ち
て
玄
猿
失
し
 
 

旧
国
霜
前
自
席
来
 
旧
国
 
霜
前
に
自
席
来
る
 
 

（
「
九
日
五
首
」
 
（
其
一
）
、
『
詳
注
』
巻
二
〇
）
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
「
邦
国
」
と
言
っ
た
場
合
は
明
白
に
唐
の
国
家
あ
る
い
は
 
 
 



国
民
を
指
し
て
い
る
。
 
 

聖
人
筐
匪
恩
 
聖
人
 
筐
簾
の
恩
 
 

実
願
邦
国
括
 
実
に
邦
国
の
括
せ
ん
こ
と
を
願
う
 
 

（
「
自
京
赴
奉
先
県
詠
傾
五
百
字
」
、
『
詳
注
』
巻
四
）
 
 

巽
公
柱
石
姿
 
巽
公
 
柱
石
の
姿
 
 

論
道
邦
国
活
 
道
を
論
じ
て
邦
国
活
す
 
 

（
「
鹿
頭
山
し
、
『
詳
注
』
巻
九
）
 
 
 

十
四
例
見
え
る
「
故
国
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

覧
物
想
故
国
 
物
を
覧
て
故
国
を
想
う
 
 

十
年
別
荒
村
 
十
年
 
荒
村
に
別
る
 
 

（
「
客
屠
」
、
r
詳
注
』
巻
一
四
）
 
 
 

こ
の
例
は
、
杜
甫
が
故
郷
と
し
て
意
識
す
る
長
安
・
洛
陽
を
指
し
て
言
 
 

う
。
次
の
例
も
、
故
郷
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
 
 

故
国
三
年
一
消
息
 
故
国
 
三
年
一
た
び
消
息
あ
り
 
 

終
南
満
水
案
悠
悠
 
終
南
 
滑
水
 
薬
く
し
て
悠
悠
た
り
 
 

（
「
錦
樹
行
」
、
¶
詳
注
』
巻
二
〇
）
 
 
 

ま
た
、
「
故
国
」
と
「
他
郷
」
と
を
対
に
す
る
例
も
三
例
あ
り
、
次
の
 
 

例
は
、
洛
陽
附
近
で
は
ま
だ
戦
乱
が
終
息
し
な
い
こ
と
を
言
う
。
 
 

故
国
猶
兵
馬
 
故
国
 
猶
お
兵
馬
 
 

他
郷
亦
鼓
撃
 
他
郷
 
亦
鼓
琴
 
 

（
「
出
郭
」
、
『
詳
注
』
巻
九
）
 
 
 

次
の
例
も
故
郷
の
意
味
で
あ
る
。
 
 

取
酔
他
郷
客
 
酔
い
を
取
る
他
郷
の
客
 
 

相
逢
故
国
人
 
相
い
逢
う
故
国
の
人
 
 

（
「
上
白
帝
城
二
首
」
（
其
一
）
、
r
詳
注
』
巻
一
方
）
 
 

他
郷
就
我
生
春
色
 
他
郷
 
我
に
就
け
ば
春
色
生
ず
 
 

故
国
移
居
見
客
心
 
故
国
 
移
居
 
客
心
を
見
ん
 
 

（
「
舎
弟
観
赴
藍
田
取
妻
子
到
江
陵
貫
寄
三
首
」
（
其
二
）
、
『
詳
 
 

注
』
巻
二
一
）
 
 
 

ま
た
、
「
錦
樹
行
」
と
同
じ
く
、
渇
水
の
流
れ
る
長
安
の
景
物
を
思
う
 
 

こ
と
を
言
う
例
も
あ
る
。
 
 

故
国
流
清
酒
 
故
国
に
は
清
清
流
る
 
 

如
今
花
正
多
 
如
今
 
花
正
に
多
か
ら
ん
 
 

（
「
淀
江
」
、
『
詳
注
』
巻
一
三
）
 
 
 

次
の
例
も
同
様
に
長
安
を
指
し
て
言
う
。
 
 

故
国
悲
寒
望
 
故
国
 
寒
望
に
悲
し
む
 
 

群
雲
惨
歳
陰
 
群
雲
 
歳
陰
に
惨
た
り
 
 

（
「
風
疾
舟
中
伏
枕
書
懐
三
十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友
」
、
『
詳
注
』
 
 

巻
l
一
三
）
 
 
 

ま
た
、
「
郷
国
L
と
い
っ
た
場
合
に
は
明
ら
か
に
故
郷
を
指
す
。
 
 

雲
物
不
殊
郷
国
異
 
雲
物
殊
な
ら
ず
郷
国
異
な
り
 
 

教
児
且
覆
掌
中
杯
 
児
を
し
て
且
つ
覆
わ
し
む
掌
中
の
杯
 
 

（
「
小
至
」
 
『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
八
）
 
 

「
故
国
」
の
語
の
用
い
ら
れ
方
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
要
す
る
 
 

に
「
○
国
」
と
い
う
語
の
「
国
」
 
の
場
合
は
、
当
然
の
こ
と
だ
が
一
定
の
 
 

意
味
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
前
に
置
か
れ
る
語
に
よ
っ
て
さ
ま
 
 

ざ
ま
な
意
味
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
 
 
 



八
月
三
日
、
叛
軍
の
将
、
李
希
烈
に
よ
っ
て
、
宣
慰
便
と
し
て
赴
い
た
汝
 
 

州
（
河
南
省
汝
州
市
）
 
で
鮭
殺
さ
れ
た
。
戎
星
が
顔
真
脚
に
対
し
て
「
故
 
 

吏
」
と
称
し
て
い
る
の
は
、
顔
真
卿
が
昇
州
刺
史
・
漸
江
西
道
節
度
使
に
 
 

㌻
ヱ
 
 

任
じ
ら
れ
た
時
に
彼
に
仕
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
戎
 
 

畳
が
顔
異
郷
の
計
報
を
ど
こ
で
聞
い
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
少
な
 
 

く
と
も
こ
の
時
期
、
戦
乱
が
続
い
て
い
た
と
は
い
え
、
国
都
長
安
が
占
領
 
 

さ
れ
て
い
た
事
実
は
な
い
。
 
 
 

②
楊
乗
「
呉
中
書
事
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
七
）
 
 

名
帰
花
森
五
湖
上
 
名
は
帰
す
花
森
 
五
湖
の
上
 
 

三
 
 

で
は
、
「
国
破
」
と
い
う
表
現
は
唐
代
に
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
 
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
『
全
唐
詩
』
 
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
例
が
見
出
せ
る
。
 
 

以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
『
全
唐
詩
』
の
巻
数
順
に
挙
げ
る
。
 
 
 

①
戎
豆
「
聞
顔
尚
膏
陥
賊
中
L
 
（
¶
全
唐
詩
b
巻
二
七
〇
）
 
 

き
く
な
ら
く
 
 
 

聞
説
征
南
没
 
 
 

那
堪
故
吏
閉
 
 
 

能
拝
蘇
武
節
 
 
 

不
受
馬
超
勲
 
 
 

国
破
無
家
信
 
 
 

天
秋
有
雁
群
 
 
 

同
栄
不
同
辱
 
 
 

今
日
負
将
軍
 
 

顔
尚
書
は
額
其
卿
 
 聞

説
 
征
南
没
す
と
 
 

那
ん
ぞ
故
更
の
聞
く
に
堪
え
ん
や
 
 

能
く
蘇
武
の
節
を
持
し
 
 

馬
超
の
勲
を
受
け
ず
 
 

国
破
れ
て
家
信
無
く
 
 

天
秋
に
し
て
雁
群
有
り
 
は
す
か
L
 
 

栄
え
を
同
じ
う
す
る
も
辱
め
を
同
じ
う
せ
ず
 
 

そ
む
 
 

今
日
 
将
軍
に
負
け
り
 
 

、
・
J
い
 
 

（
七
〇
九
－
七
八
四
）
 
の
こ
と
。
徳
宗
の
興
元
元
年
 
 

国
破
西
施
一
笑
中
 
国
は
破
る
丙
施
一
笑
の
中
 
 
 

楊
乗
は
 
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
十
七
に
よ
れ
ば
、
大
中
（
八
四
七
～
八
五
 
 

九
）
 
初
め
の
進
士
。
殿
中
侍
御
史
で
終
わ
っ
た
。
二
旬
は
、
呉
王
夫
差
の
 
 

愛
妃
、
西
施
が
一
笑
し
て
い
る
う
ち
に
、
花
森
の
助
力
を
得
た
越
王
勾
践
 
 

に
呉
が
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
て
、
国
は
呉
を
指
す
。
 
 
 

③
薙
陶
「
夷
陵
城
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
一
八
）
 
 

世
家
曾
覧
楚
英
雄
 
世
家
 
曾
て
覧
る
楚
の
英
雄
 
 

国
破
城
荒
万
事
空
 
国
破
れ
城
荒
れ
て
万
事
空
し
 
 
 

薙
陶
、
字
は
国
釣
は
成
郡
の
人
。
大
和
八
年
（
八
三
四
）
 
の
進
士
。
君
 
 

島
・
自
居
易
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
。
詩
題
の
夷
陵
 
（
湖
北
省
宜
昌
市
の
東
 
 

南
）
 
は
戦
国
・
楚
の
邑
。
『
史
記
』
巻
四
十
、
楚
世
家
に
、
頃
嚢
王
・
横
 
 

の
二
十
一
年
（
前
二
七
人
）
 
の
こ
と
と
し
て
、
「
秦
将
白
起
逐
抜
我
邪
、
 
 

焼
先
王
墓
夷
陵
。
」
 
（
秦
将
自
起
 
遂
に
我
が
鄭
を
抜
き
、
先
王
の
墓
夷
陵
 
 

を
焼
く
。
）
 
と
あ
る
。
国
が
楚
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

こ
の
句
は
「
春
望
L
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

④
許
渾
「
姑
蘇
懐
古
」
 
（
「
全
唐
詩
』
巻
五
三
三
）
 
 

許
津
に
は
「
重
経
姑
蘇
懐
古
l
一
首
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
二
七
）
も
あ
り
、
 
 

（
其
二
）
 
の
尾
聯
で
は
、
「
当
年
国
門
外
、
誰
識
伍
貝
忠
」
 
（
当
年
 
国
門
 
 

の
外
、
誰
か
識
ら
ん
伍
員
の
忠
な
る
を
）
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
忠
 
 
 

呉
帖
爾
来
虚
檻
冷
 
 

楚
江
風
急
速
帆
多
 
 

可
憐
国
破
忠
臣
死
 
 

目
日
東
流
生
白
披
 
 

呉
柚
 
爾
来
っ
て
虚
檻
冷
や
や
か
に
 
 

楚
江
 
風
急
に
し
て
遠
帆
多
し
 
 

憐
れ
む
可
し
国
破
れ
て
忠
臣
死
す
 
 

日
日
 
東
流
 
白
波
を
生
ず
 
 



臣
」
は
伍
子
背
の
こ
と
。
従
っ
て
、
「
国
」
は
呉
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

⑤
皮
目
休
「
繰
漕
」
 
（
全
三
四
旬
。
『
全
唐
詩
』
巻
六
一
〇
）
 
 
 

3
1
国
破
溝
亦
桟
 
国
破
れ
て
溝
も
亦
浅
し
 
 
 

3
2
代
変
革
空
緑
 
代
変
じ
て
革
空
し
く
緑
な
り
 
 
 

詩
題
の
練
頂
は
、
呉
王
が
開
い
て
兵
を
訓
練
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
ほ
り
。
 
 

第
三
十
一
句
は
、
呉
国
が
滅
ん
だ
あ
と
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
練
頂
は
、
 
 

砂
泥
が
堆
積
し
て
浅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
。
 
 
 

⑥
胡
曾
「
細
腰
甘
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
四
七
。
「
万
首
唐
人
絶
句
』
巻
 
 

五
三
）
 
 楚
王
辛
苦
戦
撫
功
 
楚
王
 
辛
苦
し
戦
っ
て
功
無
く
 
 

国
破
城
荒
覇
業
空
 
国
破
れ
城
荒
れ
て
覇
業
空
し
 
 
 

詩
題
の
細
腰
苫
は
呉
王
が
美
女
を
置
い
た
と
い
う
宮
殿
。
国
は
呉
回
を
 
 

言
う
。
 
 
 

⑦
胡
曾
「
房
陵
」
 
（
「
全
唐
詩
』
巻
六
四
七
）
 
 

超
王
一
旦
到
房
陵
 
親
王
 
一
旦
 
房
陵
に
到
る
も
 
 

国
破
家
亡
百
恨
増
 
国
破
れ
家
亡
び
て
百
恨
増
す
 
 
 

房
陵
は
湖
北
省
房
県
の
地
。
秦
代
以
降
、
諸
侯
王
の
流
罪
地
と
な
っ
た
。
 
 

遭
王
と
は
撞
王
遷
の
こ
と
。
超
が
趨
王
遷
を
奉
じ
て
案
に
降
伏
し
た
の
は
 
 

秦
王
政
 
（
始
皇
帝
）
 
の
十
人
年
 
（
前
二
二
九
）
 
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
 
 

は
、
遇
を
指
し
て
言
う
。
 
 
 

⑧
王
之
襖
「
憫
慣
詩
十
二
首
」
 
（
其
四
）
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
九
〇
。
『
万
 
 

首
唐
人
絶
句
』
巻
八
）
 
 

隋
師
戦
艦
欲
亡
陳
 
隋
師
の
戦
艦
 
陳
を
亡
ぼ
さ
ん
と
欲
し
 
 

国
破
応
難
保
此
身
 
国
破
れ
て
応
に
此
の
身
を
保
ち
難
か
る
べ
し
 
 
 

陳
の
後
主
・
叔
宝
が
隋
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
の
は
、
隋
の
文
帯
・
楊
堅
 
 

の
開
皇
九
年
 
（
五
人
九
）
 
正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
「
国
」
は
明
ら
か
に
南
 
 

朝
の
陳
を
指
し
て
言
う
。
 
 
 

⑨
周
曇
「
符
堅
 
又
吟
」
 
（
¶
全
唐
詩
』
巻
七
二
九
）
 
 

無
謀
拒
諌
偽
軽
敵
 
謀
無
く
諌
め
を
拒
み
仇
お
敵
を
軽
ん
ず
 
と
り
こ
は
い
か
ん
 
 

国
破
身
摘
将
奈
何
 
国
破
れ
身
檎
に
せ
ら
る
る
も
将
た
奈
何
せ
ん
 
 
 

前
案
の
荷
堅
が
、
新
平
（
陳
西
省
彬
県
）
 
の
仏
寺
で
後
秦
の
挑
長
に
綻
 
 

殺
さ
れ
た
の
は
東
晋
の
太
元
十
年
 
（
三
八
五
）
 
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
は
 
 

前
奏
を
指
し
て
言
う
。
 
 
 

⑲
襲
璃
「
開
閉
城
懐
古
」
（
¶
全
唐
詩
』
巻
七
七
二
、
同
巻
八
〇
一
。
『
万
 
 

首
唐
人
絶
句
』
巻
六
五
）
 
 

五
湖
春
水
接
追
天
 
五
湖
の
春
水
 
邁
天
に
接
し
 
 

国
破
君
亡
不
記
年
 
国
破
れ
君
亡
し
て
年
を
記
さ
ず
 
 

二
丁
〕
 
 
 

作
者
の
襲
珪
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
開
聞
城
は
春
秋
・
呉
の
 
 

開
聞
（
前
五
l
四
～
四
九
六
在
位
）
が
伍
子
常
に
築
か
せ
た
。
呉
の
郡
（
姑
 
 

蘇
）
 
で
あ
り
、
蘇
州
の
別
称
と
も
な
っ
て
い
る
。
五
湖
は
大
潮
。
呉
国
が
 
 

夫
差
の
時
に
越
王
勾
践
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
の
は
紀
l
空
別
四
七
三
年
の
 
 

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
も
呉
と
い
う
国
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
 
 

か
ろ
う
。
 
 
 

⑫
崇
聖
寺
鬼
・
紫
衣
人
「
題
壁
」
 
（
¶
全
唐
詩
』
巻
八
六
六
）
 
 

家
亡
国
破
一
場
夢
 
家
亡
び
国
破
る
る
は
一
場
の
夢
 
 

憫
帳
又
逢
寒
食
天
 
憫
帳
と
し
て
又
逢
う
寒
食
の
天
 
 
 

こ
の
詩
は
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
五
十
四
、
鬼
三
十
九
に
、
『
玉
堂
閑
話
』
 
 

を
出
典
と
し
て
載
せ
る
。
そ
こ
で
は
寒
食
の
日
に
、
漠
州
（
四
川
省
広
漠
 
 
 



市
）
 
の
崇
聖
寺
に
現
れ
た
紫
衣
の
人
が
壁
に
書
き
つ
け
た
絶
句
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

⑫
宮
頼
・
京
昭
儀
l
玉
仙
「
冥
会
詩
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
六
六
。
1
万
首
 
 

唐
人
絶
句
』
巻
六
八
）
 
 

自
従
国
破
家
亡
後
 
国
破
れ
家
亡
び
て
自
従
り
後
 
 

（
8
）
 
 

随
上
惟
漆
芳
革
新
 
陳
上
 
惟
だ
添
う
芳
草
の
新
た
な
る
を
 
 
 

『
万
首
唐
人
絶
句
』
は
こ
の
詩
を
「
吟
送
酒
」
と
題
し
て
収
録
す
る
。
 
 

た
だ
し
作
者
や
作
詩
の
背
景
に
つ
い
て
は
一
切
が
不
明
で
あ
る
。
⑪
と
⑫
 
 

の
詩
は
い
ず
れ
も
国
が
何
を
指
し
て
言
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
国
都
 
 

・
r
－
 
 

と
限
定
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

以
上
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
⑪
と
⑫
の
例
が
指
す
と
こ
ろ
は
判
然
と
し
な
 
 

い
も
の
の
、
唐
詩
に
お
け
る
「
国
破
L
 
の
例
か
ら
は
、
国
が
明
白
に
国
都
 
 

を
指
す
と
い
う
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
ほ
か
「
国
亡
」
と
 
 

て
ヱ
 
 

言
う
例
も
少
数
な
が
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
開
元
年
間
の
進
 
 

士
で
あ
る
李
華
の
「
詠
史
十
一
首
」
（
其
九
）
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
一
五
三
）
 
 

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 

苛
主
相
諸
葛
 
萄
主
 
詣
葛
を
相
と
す
 
 

功
高
名
亦
尊
 
功
高
く
名
も
亦
尊
し
 
 

国
亡
身
不
存
 
国
亡
び
て
身
は
存
せ
ず
 
 

社
宮
久
蕪
没
 
社
富
 
久
し
く
蕪
没
す
 
 
 

こ
れ
は
明
白
に
萄
と
い
う
国
家
・
王
朝
を
指
し
て
い
る
。
胡
曾
に
は
二
 
 

例
が
あ
る
。
「
詠
史
詩
・
榔
県
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
四
七
）
 
で
は
、
 
 

義
帝
商
運
路
入
榔
 
義
帝
 
商
運
し
て
路
は
榔
に
入
る
 
 

国
亡
身
死
乱
山
探
 
国
亡
び
身
死
し
て
乱
山
探
し
 
 

と
言
い
、
「
詠
史
詩
・
成
都
」
 
（
同
）
 
で
は
、
 
 

年
年
来
叫
桃
花
月
 
年
年
 
来
り
て
叫
ぶ
桃
花
の
月
 
 

ご
と
 
 
 

似
向
春
風
訴
国
亡
 
春
風
に
向
か
っ
て
国
の
亡
び
し
を
訴
う
る
が
似
 
 

し
 
 

と
言
う
。
前
者
は
楚
の
懐
王
 
（
義
帝
）
 
が
榔
（
湖
南
省
榔
州
市
）
 
に
徒
さ
 
 

れ
る
途
中
、
項
羽
の
命
令
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
て
、
国
 
 

は
楚
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
し
、
後
者
の
国
は
、
戦
国
時
代
の
萄
の
王
と
な
っ
 
 

た
杜
宇
（
望
帝
）
 
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
さ
れ
る
ほ
と
と
ぎ
す
が
、
亡
国
の
 
 

恨
み
を
訴
え
る
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
て
萄
を
指
す
。
こ
 
 

山
弧
爪
 
 

れ
ら
は
い
ず
れ
も
国
都
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 

ぁ
わ
り
に
 
 

唐
詩
の
選
集
が
編
ま
れ
る
場
合
、
杜
甫
「
春
望
」
を
採
辞
し
な
い
例
は
 
 

稀
有
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
国
を
、
国
 
 

家
か
国
都
か
の
ど
ち
ら
か
に
重
点
を
置
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
 
 
 

今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
仮
に
ま
と
め
て
お
く
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
 
 

ゝ
つ
に
な
ろ
、
つ
。
 
 
 

杜
詩
に
お
い
て
国
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
と
き
に
、
こ
れ
が
国
都
と
い
 
 

う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
「
○
国
」
と
い
う
場
合
、
 
 

明
白
に
国
都
を
指
す
の
は
「
京
国
」
と
い
う
場
合
に
ほ
ほ
限
ら
れ
る
。
唐
 
 

詩
の
「
国
破
」
と
い
う
例
を
見
た
場
合
、
軽
々
に
判
断
を
下
せ
な
い
例
も
 
 

あ
る
が
、
明
白
に
国
都
を
指
す
と
断
定
で
き
る
用
例
は
見
出
せ
な
い
。
従
っ
 
 
 



て
、
「
春
望
」
 
の
国
は
、
両
者
を
含
意
す
る
と
い
う
見
解
を
除
外
し
て
、
 
 

ど
ち
ら
を
指
す
か
と
限
定
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
直
接
的
に
 
 

は
国
都
の
み
を
指
し
て
言
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
杜
甫
以
外
に
「
国
破
」
 
 

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
の
は
中
庸
以
後
の
詩
人
に
限
ら
れ
る
。
同
じ
 
 

こ
と
は
、
李
華
の
例
を
除
け
ば
、
「
国
亡
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
時
勢
 
 

に
鋭
敏
な
感
覚
を
有
す
る
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
、
中
庸
以
降
は
唐
王
朝
が
 
 

確
実
に
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
意
識
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
 
 

と
も
関
係
し
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
時
に
国
都
長
安
の
み
が
意
識
に
の
ぼ
る
 
 

と
は
考
え
に
く
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
国
は
国
家
な
い
し
は
官
主
朝
で
あ
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
臆
測
を
つ
け
加
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
 

至
徳
元
載
 
（
七
五
六
）
 
六
月
、
安
禄
山
鹿
下
の
孫
孝
哲
ら
の
軍
に
よ
っ
て
 
 

長
安
は
陥
落
し
た
が
、
翌
至
徳
二
載
九
月
に
至
る
と
長
安
は
僕
国
情
恩
、
 
 

李
嗣
業
ら
の
唐
軍
に
よ
っ
て
恢
復
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
唐
王
朝
は
そ
の
後
 
 

も
、
天
祐
四
年
 
（
九
〇
七
）
 
ま
で
一
百
五
十
年
ほ
ど
の
余
命
を
保
つ
。
つ
 
 

ま
り
唐
代
以
降
の
注
釈
者
に
と
っ
て
は
、
杜
甫
が
「
春
望
」
を
詠
じ
た
時
 
 

点
で
は
、
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
唐
王
朝
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
 
 

と
は
い
え
、
滅
亡
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
当
然
の
事
 
 

実
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
「
国
」
は
唐
と
い
う
国
家
・
王
朝
、
も
し
く
 
 

は
国
家
機
構
全
体
を
指
す
の
で
は
な
く
、
国
都
長
安
を
指
す
と
い
う
解
釈
 
 

を
生
む
背
景
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 

注
 
 
 

（
1
）
 
同
氏
 
『
唐
詩
の
鑑
賞
珠
玉
の
百
首
選
－
』
 
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
 
 

山
九
七
八
）
 
で
は
、
三
国
破
』
れ
る
と
は
、
国
家
の
機
構
と
統
一
 
 

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
国
都
の
あ
 
 

る
町
を
国
と
意
識
す
る
中
国
の
場
合
、
郡
長
安
が
叛
乱
写
の
手
に
 
 

奪
わ
れ
た
こ
と
を
さ
す
。
国
都
の
崩
壊
は
そ
の
ま
ま
国
家
の
崩
壊
 
 

と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
人
為
の
秩
序
の
最
大
の
変
転
で
あ
る
。
」
 
 

と
説
明
を
加
え
て
い
る
。
 
 

（
2
）
 
第
一
義
的
に
国
（
囲
）
 
が
、
都
邑
、
国
都
を
指
し
て
い
た
と
す
 
 

る
見
解
も
根
拠
は
乏
し
い
。
 
 

（
3
）
 
こ
の
ほ
か
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
は
、
¶
集
千
家
註
分
類
杜
工
 
 

部
詩
』
巻
一
〇
と
 
『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
巻
二
が
、
そ
れ
ぞ
れ
 
 

「
珠
日
」
「
王
沫
日
」
と
し
て
同
様
の
一
文
を
引
い
て
い
る
。
こ
 
 

の
ほ
か
明
・
都
債
『
杜
律
集
解
』
が
「
国
以
社
櫻
為
重
、
今
惟
山
 
 

河
在
、
可
見
社
櫻
敗
亡
。
」
 
（
国
は
社
稗
を
以
て
重
し
と
為
す
、
今
 
 

は
惟
だ
山
河
在
る
の
み
、
社
稜
の
蔑
ん
ど
亡
ぶ
る
こ
と
を
見
る
可
 
 

し
。
）
 
と
青
い
、
¶
杜
律
趨
註
』
巻
上
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
社
積
 
 

も
国
家
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
 
 

だ
と
す
る
と
、
国
都
の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
 
 

い
こ
と
で
は
な
い
。
 
 

（
4
）
 
こ
の
ほ
か
「
薄
幸
」
 
（
『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
二
）
 
に
、
「
故
国
見
 
 

何
日
」
 
（
故
国
 
見
る
何
れ
の
日
ぞ
）
 
と
い
う
句
が
あ
る
が
、
『
九
 
 

家
集
注
杜
詩
』
巻
t
一
四
は
「
故
国
」
を
「
旧
国
」
に
作
る
。
 
 

（
5
）
 
 
『
旧
唐
杏
』
巻
一
二
八
、
本
伝
に
よ
る
。
『
旧
唐
吾
』
巻
七
、
 
 

徳
宗
紀
は
、
貞
光
元
年
 
（
七
八
五
）
 
の
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
6
）
 
博
茄
環
主
編
『
唐
才
子
伝
枚
箋
』
 
（
中
華
苔
局
、
t
九
八
七
）
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に
よ
る
。
減
維
鞋
『
戎
畳
詩
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
）
 
 

は
、
広
徳
元
年
（
七
六
三
）
 
八
月
、
顔
異
郷
が
荊
南
節
度
に
任
じ
 
 

ら
れ
よ
う
と
し
た
時
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
 
 

（
7
）
 
柊
培
基
編
撰
『
全
唐
詩
重
山
誤
収
考
』
（
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
、
 
 
 

一
九
九
六
）
 
に
、
「
開
聞
城
懐
古
、
又
作
劉
璃
。
《
才
調
》
一
〇
作
 
 

劉
、
《
絶
句
》
六
五
誤
作
襲
、
《
統
妓
〉
八
六
」
ハ
拠
〈
絶
句
》
収
之
。
」
 
 

と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
一
に
は
劉
瑞
 
 

の
作
と
し
て
「
開
聞
城
懐
古
」
を
含
む
詩
三
首
を
収
録
す
る
。
『
唐
 
 

才
子
伝
』
巻
二
、
李
季
蘭
の
粂
に
女
流
詩
人
を
列
挙
す
る
中
に
劉
 
 

揺
の
名
が
見
え
て
い
る
。
劉
揺
と
す
る
の
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
8
）
 
 
『
万
首
唐
人
絶
句
』
は
、
「
院
上
」
を
「
機
上
」
に
作
る
。
 
 

（
9
）
 
 
「
○
国
亡
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
。
羅
隠
「
西
施
」
（
『
全
唐
詩
』
 
 

巻
六
五
六
）
 
に
は
、
「
越
国
亡
来
又
是
誰
」
 
（
越
国
 
亡
び
来
る
は
 
 

又
是
れ
誰
ぞ
）
と
言
い
、
葦
荘
「
謁
巫
山
廟
」
 
（
r
全
唐
詩
』
巻
六
 
 

九
八
）
 
に
は
、
「
為
雨
為
雲
楚
国
亡
L
 
（
雨
と
為
り
雲
と
為
っ
て
楚
 
 

国
亡
ぶ
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
「
国
亡
」
と
言
っ
た
時
の
国
 
 

が
国
家
を
表
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
 
 

（
1
0
）
 
類
似
し
た
表
現
に
「
国
滅
」
、
「
国
滅
亡
」
が
あ
る
。
後
者
は
播
 
 

岳
「
西
征
賦
」
（
『
文
選
』
巻
一
〇
）
に
、
「
国
滅
亡
以
断
後
。
」
（
国
 
 

は
滅
亡
し
て
以
て
後
を
絶
つ
。
）
 
と
あ
っ
て
秦
国
の
滅
亡
を
言
う
 
 

が
、
両
者
と
も
に
 
『
全
唐
詩
』
 
に
は
見
ら
れ
な
い
。
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